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ムという形でごく簡単にまとめると以下のようになる。 2003~ 04 (不動峰)、04~05(不
動峰・聖ルドルフ学院)、 05(山吹・氷帝学園)、 06(六角)、 07(立海大付属)、ここか
ら全国大会に入り 07~ 08 (比嘉)、 08(氷帝学園)、 08~09 (四天宝寺)、 09(四天宝寺、


































































現代日本演劇における「世界」の構築 (2) 13 
に他ならない。原作と同様、テニスにのみ表現の的を絞るという、本質的で潔いやり方
を舞台においても変えてはいないのである。
では、俳優たちは実際にテニスをするのか。もちろんしない。演じるのである。演じ
るというのは、ラケットを振ったりポールを追いかけたり、要するに実際のコートで行
なわれるであろう所作を繰り返すのであって、ボールそのものの動きは、照明と音響に
よってのみ表現される。あまりにも単純と思われるかもしれないが、レーザーで示され
るボールの行き来と、それに合わせて響く、ポンという小鼓のような打球音は、快い緊
張感を生み出す。
原作がそうであるように、本来は規定のゲーム数・セット数を積み重ねて勝敗に至る
ひとつの試合を、巧みに圧縮し、緩急をつけ、聞を取り、選手間のやりとりや応援の声・
サイドでもらす感嘆や非難の叫び・解説する言葉などを織り込み、山場を作った上で、
鮮やかな効果によって超絶技巧が示される。観客もまた、感性と想像力を総動員して、
あたかも実際の名勝負を観戦しているかのように、濃密な時間に身を委ねることができ
る仕組みとなっている。
特に感心させられるのは、ラケットという道具の扱い方である。テニスの試合である
から、ラケットを振るという動作しかできずに単調に陥るかというと、決してそんなこ
とはない。本当のプレーでもレベルの高い選手の動きは微妙な変化に富み美しい。『テニ
スの王子様』に登場する選手たちは、非現実的に個性豊かなスタイルの持ち主ばかりだ
から、プレーもまた非現実的な変則性を見せる。ラケットの構えひとつ取っても現実に
はありえないような形が出現する。そうした多彩な形を、高度な「振り」というフィルター
にかけて造形すると、これほどまでに変化に富んだ‘面白い動きになるのか、と驚かされる。
「振付」という技の妙に、音響・照明の効果を合わせれば、それは極めて現代的な「舞」
の域に達するといっても過言ではない。
そうしてみると、これが他でもない「テニスJであることの重要性に気付く。野球やサッ
カーのように広いグラウンドでもない。バスケットのように目まぐるしい運動の交錯が
あるわけでもない。ボクシングのように激しい肉体のぶつかり合いもない。それらのス
ポーツなら、映像の技術でいくらでもダイナミックに見せることができるだろうが、舞
台上の表現では、かえって不利になる。テニスだからこそ、舞台全体がコートに見たて
られ、ネットの置き方ひとつで縦にも横にも斜めにも、そして大きくも小さくもそのス
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ベースを設定できる。行き来するのはボールだけで、俳優の体は能舞台ほどの空間で、
扇のようにラケットをかざしながら華麗に舞うのである。
そして、コートにいるのは選手だけである。シングルスならばl対 l、アイスキュロ
ス時代のギリシャ劇のように、言葉と所作の応酬を繰り広げ、ダブルスならば2対2だが、
球を打つ瞬間は、その l人と受ける 2人の関係になり、ソポクレス以後の複雑さを獲得
する。ギリシャ劇は、それ以上に人物を増やすことをしなかった。それだけで必要最低
限ドラマを表現できるからだ。打ったボールはどこにどのように飛び、 2人のうちのど
ちらがどのように受けるのか、一瞬のうちに生ずるドラマである。しかし、どちらかが
返した瞬間、今度は相手コートの2人との聞に、また新たなソポクレス的関係が成立する。
どちらかがゲームを取るまで、その緊張が続くのである。そして、コートを取り囲む他
の人物たちは、コロスに他ならない。群舞ともなれば、まさしくデイテュランボスの興
奮を巻き起こすだろう。
ミュージカル『テニスの王子様jの魅力を形作るもう一つの要素は、独自のキャスティ
ングである。毎回のオーデイションで選ばれる出演者は、様々な経歴を持つてはいるが、
全員が若く見目麗しい男性である。舞台に出るのは、文字通り選手だけである。原作に
ある他の人物は排除され、特に女性はまったく登場しない(公演によって、年配の女性
監督の声だけが流れたことはある)。ドリームライブとファイナルには、演出家自身が越
前南次郎に扮して登場したが、これはいわゆる「御馳走」というものであろう。
配役は、原作のイメージをかなり重視していて、それぞれのチームのユニフオーム姿
が基本であるから、その体格と髪の色と形、人物によっては眼鏡や被り物によって、一
日で誰だかわかる。人物のキャラクターに俳優自身の容姿が重なった姿を目の当たりに
できるのだから、女性の観客にとってはそれだけで魅力を感じるであろう。公演ごと(つ
まり対戦ごと)に相手チームが変わり、新たなキャステイングが期待を持たせる。後半
になると、対戦相手はA.B2チームのダブルキャストになったので、それだけ出演者
の数もバラエティも増し、敗退した後もフイーチャリングで姿を見せることもあるのは、
既に述べた通りである。一方、青学側も代替わりを重ね、ファイナルでは5代目のチー
ムになっていた。
役を見ると同時に役者を見るというのは、日本の芸能ではあたりまえのことである。
選りすぐられた集団の中で、必ず自分の好みに合致した者を見つけて応援することがで
現代日本演劇における「世界Jの構築(2) 15 
き、晶買のスターが「卒業」すると次の人を探すというのは、まさに宝塚歌劇団の構造
である。「テニミュ」がその戦略を意識的にとっていることは間違いない。ただ、歌舞伎
役者と晶買は一生の付き合い、タカラジ‘ェンヌでも「男役十年」といわれるのに対し、「テ
ニミュ」のサイクルは一年前後とあまりにも短い。それゆえに「芸」のレベルが総じて
低いのが否めないのも事実である。
そうはいっても、卒業後ミュージカルやテレビドラマで活躍する者が何人も出て、新
人の登竜門として認知されるに至っているし、そもそもテニミュ・ファンにとっては、
未熟さも含めた瑞々しさが魅力であるのだとも言えるだろう。いわゆる「腐女子」的な
見方もあると言われるが、これまた日本の芸能においては珍しくない現象であろうし、
少なくとも、若年の女子で埋め尽くされた客席には、純粋な一体感がi張っている。ここ
には間違いなくひとつの「世界」が成立していると感じさせる。その世界の一体感の中で、
しかし彼女たちの一人一人は、自分の視点で舞台を見つめ、密かにそこから好みの絵を
コラージュし、心の中に自分だけのフォトブックを作って帰路につくのではないだろう
か。
そう考えると、スポーツの中でもハイソサエティの雰囲気があって、肉体性を感じさ
せることの少ないテニスを、さらに洗練された舞台に作り上げた「テニミュ」であるか
らこそ、そうした観客の欲求を満足させているのだということに思い至る。また、意識
的に女性を排除し、恋愛を排除した形にすることで、男性のみで作られる舞台でありな
がら、歌舞伎の女形や宝塚の男役がどうしても関わらざるを得ないジ、エンダーの問題か
らも逃れている点は、まさに巧みというほかはない。
ミュージカル『テニスの王子様』は、 2011年l月から 2ndステージとして、不動峰と
の対戦から再スタートを切ることになった。出演者のオーデイションも新たに行なわれ、
演出にもさらに工夫がこらされるであろう。ファン層も含め、常に新しい血を入れながら、
ライブの舞台において創造を繰り返していく限り、『テニスの王子様』という「世界」を
背景にしたメディアミックスのサイクルは、永く続いていくことであろう。
[付記] 本稿は、 2010年6月26日、明治大学において開催された、日本演劇学会全国
大会における口頭発表をもとに発展させたものである。
